
　令和4年度から本格的に始まったクラウドファン
ディング事業、７件の事業に活用したが、６件は目
標額未達成だった。目標額1120万円に対して、513
万2000円の寄附に留まった。それぞれ事業は実施
したが、足りない分とさらに事業者への手数料など
の諸経費も市の財政から支出したことになる。
　市の事業は、事業費の裏付けがあるから、達成し
なくても事業はできる、少し寄付が集まればいいか
なという甘い考えでクラウドファンディングを進め
ていたのではないかと感じて仕方がない。
　一方、市民団体のクラウドファンディングでは、目
標額にいかないと事業ができないという必死な思
いで、さまざまなところに声掛けをしたり、SNSで何
度も投稿したりして、目標額を目指している。
　今後は、社会的意義のあるプロジェクトを選び、
寄附の具体的な使いみちと目標額を設置し、多くの
方に共感・賛同を得られるよう、戦略的で、積極的
な（さらに言うともっと必死に）PRをしていってもら
いたい。

　相談は22件。見舞金は不同意性交等の被害を受
けたケース２件。

クラウドファンディング
７件のうち６件未達成、
もっと必死にPR必要では？

令和4年4月から犯罪被害者支援条例
が施行されたが、相談件数、見舞金の
件数と内容は？

2024年もどうぞよろしく！

市長に公約の
「ケアラー支援」について聞く

　元日の能登半島地震、2日の羽田空港での事故と
ニュースから目が離せない2024年のスタートとな
りました。お見舞い申し上げます。地震災害は、浜松
も人ごとではありません。ぜひ自宅の、そして地域
の防災対策をもう一度見直してみてください。めぐ
みは浜松市の防災、減災対策を見直しする年にし
たいと思います。
　2024年も謙虚に、そしてアクティブに活動しま
す。どうぞよろしくお願いします。

で、市長の思いや具体策について聞いた。しかし、
「当事者や家族会などの意見を伺いながら具体的な
支援策はこれから検討」とのんびりした答弁だった。

　就任して初めて、中野市長に議会質問をした。中野
市長の公約の一つに「家事・育児支援を行うヘルパー
派遣の拡充など、ヤングケアラーを含めた全てのケア
ラーに対する支援の充実を図ります」とあった。そこ

一般質問のやり取りの
詳細はこちらから▶▶▶

Megu`s Voice! 11月議会
一般質問

めぐみ意見

　すでに、昨年度アンケート調査をしているし、具体
的な策がないというのは、スピード感なし。公約は
その程度の認識だったのか。新市長に期待していた
だけに、残念。しかし、諦めません。困っている人が
いるのですから。
　本人支援、当事者支援はケアラー支援の核だ。し
かし、本人支援がどんなに充実しても、ケアラー支援
は制度として必要だ。なぜなら、本人を支えながらも
ケアラーも自分の人生を歩んでいる側面があるから
だ。介護しなければ起こらなかったであろう健康の
不安、経済的負担、ケアラー自身の夢・希望の挫折な
ど、「本人支援だけでは支援できない側面」が存在し
ている。
　中野市長、公約に入れてくださっている以上、全
国一のケアラー支援を進めていただきたい。

＊「ケアラー」とは　
　高齢、障がい等により、援助を必要とする親族等に対し
て、無償で介護等を提供する人のこと。最近はヤングケア
ラーという言葉が聞かれるようになったが、ヤング以外に
もケアラーへの支援は全国的に課題となっている。
　昨年度浜松市が実施した調査で、ケアラーの方の困りご
ととして「心身の負担が大きい」「自分の時間が持てない、
自分の仕事ができない」「経済的な負担が大きい」などと
いう結果が出ている。

Check!

令和 4年度決算

犯罪被害に遭われた方から、相談を受
け、条例の制定を求めた一般質問をした
結果、条例が制定されるようになった。
少しでも犯罪を受けた人の力になれば
と願う。でも、最初の見舞金支出が不同
意性交等の被害だったのは辛すぎる。

めぐみ
意見
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注染・ゆかた・和装展に浜松産の浴衣で参加

児童虐待街頭キャンペーン参加街中イベントで挨拶

ごみ清掃員でお笑い芸人の
マシンガンズ滝沢秀一さんの講演の後で。
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　教室には生徒が使っている柔軟剤、制汗スプ
レー、トイレには芳香剤など、教育現場には様々な
におい、化学物質が充満している。こうした揮発性
有機化合物の匂いで、健康被害を起こす「香害」、に
おいの害を訴える人が増えてきている。「香害」は、
化学物質過敏症の入口、予備軍と言われている。化
学物質過敏症の患者さんは、健常者の許容量の数
万から数十万分の一の超極微量の化学物質に接し
ても、頭痛、めまい、咳、粘膜の炎症、関節・筋肉痛、
疲労・倦怠感が常にあり、呼吸困難、アナフィラキ
シーショックを起こすことがある。発症メカニズム
の解明はまだ途上で、診断・治療ができる医療機関
は県内どころか中部地方にはない。

けるとタバコの化学物質に消臭スプレーの化学物
質がプラスされ、リスクが増す。「臭いがしなくても
体が影響を受ける」ことを、多くの保護者や教職員
に知っていただきたい。

●令和6年4月に施行される「困難な問題を抱える
女性への支援に関する法律」への対応は？
＜回答＞
次期男女共同参画基本計画に、困難女性支援法に
おける生活困窮やDV、健康に関する悩みなどの支
援策を計画に位置付ける。困難な問題を抱える女性
が必要な情報に容易にたどり着くことができるよう、
関係機関等と連携し、支援体制の充実を図っていく。

●「放課後児童会」は、令和６年度から民間事業者
への放課後児童会の業務委託化が本格的に始まる
が、定期的な立入検査の実施を含めて、児童会、委
託先へのモニタリングをどのようにしていくのか。
＜回答＞
計画的に立入検査を実施し、運営について適切な
指導を行い、持続可能でよい放課後児童会になる
よう、PDCAサイクルの実行に努める。事業者選定
について支援員等の待遇のほか、事業者の運営能
力や活動内容などを総合的に評価していく。

11月議会
めぐみの
一般質問

困難を抱えた子どもたちの中学卒業後も
継続的支援を！

教育現場での香害をはじめとする化学物質過敏症
への対応を！

　少子化が進んできているが、不登校生
や発達障がいの児童・生徒は年々増えて
きている。また、虐待、貧困、ヤングケア
ラー、ＬＧＢＴＱといった困難を抱えて
いる子どもたちの存在についても言わ

れるようになってきた。中学卒業後、ほとんどの子
は高校へと進んでいくが、その先の支援が途切れ
てしまっている現状がある。
　昨年、市民団体と一緒に県内の高校（全日制、定
時制、通信制）にアンケート調査をした。生徒や保
護者の相談に担任教師の９割が相談にのっていた
が、外部支援機関にはなかなか繋がっていないこ
とがわかった。
　最近私立通信制高校へ進学するケースが増えて
きている。平成30年から令和4年の５年間で通信制
高校に進学する通常級の生徒が100人も増えてい
る。これは中学不登校生が、内申書が考慮されない
私立通信制高校を選択しているかと思われる。ま
た、発達支援級の生徒も私立通信制高校への進学
が増えてきている。ほとんどの私立通信制は広域型
で、静岡県外に本部があり、市内にあるサテライト
施設であっても、管理や情報が行き届きにくく、教
育内容の把握が難しいと言われている。

めぐみ

　療育手帳が取得できない、知的を伴わ
ない発達障害の子やごく軽度の知的障害
の生徒は、特別支援学校高等部には入学
することができない。そのため、中学卒業
後の進路に困っている。高校は県教育委

員会の管轄であるので、宮﨑教育長、県教育委員会
に浜松の生徒の状況をしっかり伝え、取り残さない仕
組みを作っていただくよう、要望していただきたい。
　機能強化をする「わかば」においては、専門家を十
分に配置し、アウトリーチを含め、丁寧で継続的な支
援ができる体制を整えていって欲しい。

めぐみ

　戦略計画2024の基本方針に、浜松市
若者相談支援窓口「わかば」の体制強化
が示されていますが、どのような体制に
していく考えか。

めぐみ
質問

【吉積こども家庭部長の答弁から】
　現在の「わかば」の機能を強化し、若者が相談し
やすい環境を提供するとともに、助言や支援機関
の紹介だけでは次の一歩を踏み出せない若者に
対しては、専門職により「伴走型支援」が可能となる
体制の構築が必要。
　今後は、学校訪問に伺うアウトリーチにより、連
携を図るなど、困難な悩みを抱える若者に寄り添
い、支援に繋げられるよう検討する。

　困難を抱えた生徒が、中学を卒業後、
高校に進学した後も、切れ目のない支援
をするために、保護者の了解を得た上で
中学から高校へ情報提供できる仕組み
づくりや、卒業時に保護者等に支援機関

を提示するようにできないか。また、中学校教員へ
の外部支援機関、特に福祉の機関についての認知
を進める研修をする考えはないか。

めぐみ
質問

　「香害」をはじめとする化学物質過敏
症から子どもたちを守るために一定の
対策を取る必要があるが。香害をはじめ
とする化学物質過敏症の周知と予防の
ために、ウェブでの保護者へのアンケー

ト調査を行う考えはないか。
　給食当番が身につける「白衣」は、多くの学校で
は、１週間の給食当番を終えた子どもは自宅で白衣
を洗い、次週の子どもに渡す「共有」とされている。
給食配膳時に使用する白衣の柔軟剤の臭いによっ
て、心身に影響が出ている子どもや保護者がいる。
給食白衣の対応の現状と、今後どのような対応をし
ていくか。

めぐみ
質問

【宮﨑教育長の答弁から】
　福祉的な情報については、保護者の同意を要する
ことから、学校からの情報提供が難しい場合が多く、
困難を抱えた生徒の情報が進学先へ十分に引き継
がれていないのが現状だ。卒業後、速やかに相談・
支援につながるよう、学校以外の相談先の情報を提
供している。外部支援機関については、中学校のす
べての教員が認知できるよう研修を進めていく。

【奥家学校教育部長の答弁から】
　保健だより等で周知・啓発により保護者への理解
を促すとともに、本年度中に各学校の実態を把握し
た上で、保護者アンケートの実施の必要性につい
ても検討していく。
　給食用白衣については、児童生徒の実態や各学校
での取り扱い状況を確認するとともに、給食用白衣
の取り扱い及び今後の在り方について検討していく。

浜松市中学卒業後の状況
（発達支援学級は含まない）

全日制

H30 R1 R2 R3 R4

定時制

通信制

高等専門学校

特別支援学校高等部

専修各種学校等

就職

その他（未定も含む）

合計
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定期調査：卒業後の状況調査表（中学校）を基に指導課の資料から作成

　化学物質過敏症の症状についての周
囲の理解不足を背景としたいじめなどの
二次被害が生じないよう、配慮が必要だ。
　香害という言葉で、香料だけに問題が
あるようなイメージを与えてしまうが、実

際は抗菌剤、消臭剤などの成分にも大いに問題が
ある。タバコの臭いがする衣類に消臭スプレーをか

めぐみ
意見

そのほかの質問
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